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 東北大と広島大の研究チームは，日本水路協会の水深・等深線データを用いて海底地
形アナグリフ（赤青メガネで立体視可能）を作成し震源域の地形判読を行うとともに，
地質構造に関する文献を調べ，余震分布との関係を検討しました．その結果，福島県沖
の地震を引き起こした活断層をおおよそ特定しました． 
 
 今回の震源域は常磐沖ガス田（1984 年-2007 年生産操業）地域にあたり，白亜紀〜第
四紀の地層が５ｋｍ以上の厚さで分布しています（岩田ほか，2002）．ガス田直下には
北東走向で東に傾斜する逆断層が示されていて（図１d）．この断層の分布位置（図１b）
は今回判読した崖の連続（図１a）と一致します．特に，この断層の北東約 15km の区
間の崖は比較的新鮮で明瞭です．崖の比高は５−10m で，複数回の活動の痕跡だと思わ
れます．余震もこの断層の走向と分布域に沿って発生しています（図１c）． 
 この断層は第三紀層内の地質構造としては逆断層なのですが，崖地形は南東側が下が
っています．そのため，第四紀後期にはズレの向きが変わって，正断層として活動して
いるものと考えられます．時代によって応力場が変わったためです（反転テクトニクス
といいます）．正断層⇒逆断層のパターンは東北内陸部の活断層によく見られますが，
今回は逆断層⇒正断層です．  
 なお，陸上の活断層と同様に，今回の地震規模（M7.4）以上の地震を引き起こすに
は，約 40km 以上の長さの断層が必要です．海域であっても，そのような大規模な活断
層の多くは，総合的な調査で発見可能ではないかと考えます． 
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福島県沖地震・津波の特設ページに戻る 
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